
 

 

 

 

 

 

 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐによる極点図の描画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２５年０３月２５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐソフトウエアでは、Ｇａｕｓｓ，Ｌｏｒｅｎｔｚ関数 

によるプロファイルから極点図を表示しています。 

   関数は、ＦＷＨＭ、Ｇｒａｔｉｏ、Ｍａｘによってプロファイル（α軸０－＞９０）が作成される。 

   このプロファイルは極点図の中心（α＝９０）から極点図の外周（α＝０）までのプロファイル 

    

   極点図の中心（ND方向）を回転して極点図を作成 

  極点図の中心に極がある。 

   次に表示する極点図の（α、β）角度を計算する。 

   例えば、ｃｏｐｐｅｒ方位の｛００１｝であれば（CrystalOrientationDソフトウエア） 

  

  

 



極点図の中心の極がある極点図を計算した角度に軸回転する。 

［００１］の回転 

 

 

計算した複数の極点図を加算すれば、全体の極点図が表示できます。 

 

 

 加算した極点図の normalize（重み付き平均値で規格化）を行い表示 

 



２．Ｃｏｐｐｅｒ方位の作成 

  

 

 



３．極点図から体積分率（VolumeFraction）の計算 

３．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

      ODF図を Export し、GPODFDisplayで random計算 

 

      ｒａｎｄｏｍ＝０％ 

 

 Copper=100%、random=0%が計算される。 



３．２ ｎｅｗＯＤＦ 

WIMV結果を Export 

 

                     ｒａｎｓｄｏｍ＝０％ 

コンポーネント解析結果 

 

 Copper＝１００％ ｒａｎｄｏｍ＝０％が計算される。 

 



この表示方法は 

  

 で行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＬａｂｏｔｅｘとｎｅｒｗＯＤＦの解析の違い 

  ０－＞１をｒａｎｄｏｍで発生し極点図作成し、規格化を行うと０－＞２の値の極点図が生成する。 

 

 

この極点図をｃｏｐｐｅｒ極点図に加算し、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算を行う。 

 

 

 ｃｏｐｐｅｒ＝９５％ ｒａｎｄｏｍ＝５％ 

 

 

 

 

 



４．１ ｒａｎｄｏｍ極点図５％を加算 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ODF解析結果では、ｒａｎｄｏｍが３％から５％の可能性を示す。 

 

  

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算では体積分率９４％ｒａｎｄｏｍ６％が計算される。 

 



ｎｅｗＯＤＦ 

ＷＩＭＶ結果 

  

 ＷＩＭＶ解析結果ではｒａｎｄｏｍは０％から１％の可能性を示す。 

コンポーネント解析結果 

  

 体積分率１００％、ｒａｎｄｏｍは０％と計算される。 

 



４．２ ｒａｎｄｏｍ極点図１０％加算 

 

 ODF解析結果では、ｒａｎｄｏｍが３％から９％の可能性を示す。 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算では体積分率８９％ｒａｎｄｏｍ１１％が計算される。 

 

 



ｎｅｗＯＤＦ 

ＷＩＭＶ結果 

 

ＷＩＭＶ解析結果では、ｒａｎｄｏｍが１％から３％の可能性を示す。 

コンポーネント 

 

体積分率１００％、ｒａｎｄｏｍは０％と計算される。 

 



４．３ 極端な５０％の場合 

Ｌａｂｏｔｅｘ 

  

ｎｅｗＯＤＦ 

  

 



４．４ ＬａｂｏＴｅｘとｎｅｗＯＤＦの違いのまとめ 

 ｒａｎｄｏｍで生成した極点図 

  

 ＬａｂｏＴｅｘではｒａｎｄｏｍで生成した極点図をバックグランドとして分離しているが 

 ｎｅｗＯＤＦではｃｏｐｐｅｒ曲線に上乗せ（分散）として計算している。 

 しかし、５０％ではＬａｂｏＴｅｘは分離するがｎｅｗｏＤＦの分散では解析できていない。 

以下にＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸで同様な解析を行ったが、結果はＬａｂｏＴｅｘと同様に分離され

ている。 

 ただし、Ｆｌａｔなｒａｎｄｏｍの場合、解析結果は全てのＯＤＦで同一な結果となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．５ 他のＯＤＦ（TexTools） 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ可能なＯＤＦとしてＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

ｒａｎｄｏｍ極点図５％の加算 

  

ｒａｎｄｏｍ極点図１０％の加算 

  

ｒａｎｄｏｍ極点図５０％の加算 

  

  



４．６ 他のＯＤＦ(MTEX) 

ｒａｎｄｏｍ極点図５％の加算 

 >>[value,ori]=max(odf,'numLocal',3) 

value = 158.5744   84.8573    0.0776 

 >>ori0=orientation.byMiller([-1 -1 2],[1 1 1],CS,SS) 

>>volume(odf,ori0,15*degree) 

  ori0 = orientation (Aluminum -> xyz (mmm)) 

    Bunge Euler angles in degree 

   phi1     Phi    phi2    Inv. 

     90 35.2644     225       0 

  progress: 100% 

ans =    0.9535  

 

ｒａｎｄｏｍ極点図５％の加算 

 >> [value,ori]=max(odf,'numLocal',3) 

value =  159.2372   83.6681    0.3292 

 >> ori0=orientation.byMiller([-1 -1 2],[1 1 1],CS,SS) 

ori0 = orientation (Aluminum -> xyz (mmm)) 

    Bunge Euler angles in degree 

   phi1     Phi    phi2    Inv. 

     90 35.2644     225       0 

  >> volume(odf,ori0,15*degree) 

progress: 100% 

ans =    0.9227 

 

ｒａｎｄｏｍ極点図５０％の加算 

>>[value,ori]=max(odf,'numLocal',3) 

value =  79.7961   45.1072    1.8495 

>>volume(odf,ori0,15*degree) 

 ori0 = orientation (Aluminum -> xyz (mmm)) 

   Bunge Euler angles in degree 

  phi1     Phi    phi2    Inv. 

    90 35.2644     225       0 

 progress: 100% 

ans =   0.5494 


